
学校感染症情報

症候群サーベイランスシステムについて

三重県では、各学校施設に協力していただき、感染症による欠席者情報を毎日この

システムに入力していただいています。

入力していただいた情報を活用して子どもたちの健康を守るために、各学校施設が

対応をできるように、専門機関と連携し、感染症の拡大を防止します。

津保健所では、津市内の学校の感染症による欠席者傾向を毎月まとめさせていただき、
情報提供いたします。



令和 5年 ６月の様子 ～津市内の学校感染症情報～

月を通して感染が多くみられた疾患

・インフルエンザ

・ヘルパンギーナ

感 染 症 動 向

・季節外れのインフルエンザの流行が続いています。
・夏かぜのうち、ヘルパンギーナの感染が流行しています。
・感染症発生動向調査においては、RSウイルス感染症の患者も増加しています。

（令和 5年 7月10日入力分を集計）
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津市（人） 90 34 0 0 0 3 3 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 2 6 0 1 49 13 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3 1 0 0 0 0

[学校症候群サーベイランスシステム]　令和5年6月　　月報



0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

A
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

B
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

A

H

1

N

1

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

H

7

N

9

水
痘

流
行
性
耳
下
腺
炎

咽
頭
結
膜
熱

百
日
咳

麻
疹

風
疹

結
核

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
感
染
症

赤
痢

流
行
性
角
結
膜
炎

急
性
出
血
性
結
膜
炎

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎

無
菌
性
髄
膜
炎

髄
膜
炎
菌
性
髄
膜
炎

感
染
性
胃
腸
炎

溶
連
菌
感
染
症

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
感
染
症

手
足
口
病

ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー
ナ

R

S

伝
染
性
紅
斑

り
ん
ご
病

突
発
性
発
疹

A
群
溶
血
性
ﾚ
ﾝ
ｻ
球
菌
咽
頭
炎

水
い
ぼ

伝
染
性
軟
疣
属
腫

伝
染
性
膿
痂
疹

と
び
ひ

ア
タ
マ
ジ
ラ
ミ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
疑
い

麻
疹
疑
い

風
疹
疑
い

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

そ
の
他
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

ヒ
ト
メ
タ
ニ
ュ
ー
モ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

川
崎
病

デ
ン
グ
熱

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

そ
の
他
感
染
症

令和5年6月 月報

保育園 幼稚園 小学校 中学校 高等学校 中・高一貫 その他



気温が高い初夏から初秋にかけて多く、
県内でも感染の報告が出ています

三重県感染症情報センター・文部科学省 学校保健安全法 参照

感染症まめ知識

腸管出血性大腸菌感染症

●症状
初期には腹痛や水様性の下痢が起こります。症状が出てから１～２日あたりから
便に鮮血が混じるようになり、典型的な症状として固形物のない血性下痢がみら
れます。

●原因
ベロ毒素と呼ばれる毒性の強い毒素を産生し、その毒素により発病します。
●感染経路
生肉など菌に汚染された飲食物の摂取や、患者のふん便で汚染され
たものを口にすることが原因となります。
●予防法
・食品は中心部が７５℃で１分以上になるようにしっかり加熱
しましょう。

・せっけんを使用してしっかりと手洗いして、手指の清潔を
保ちましょう。


